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自 宅 外 連 学 生 に お け る 住 み 方 の 分 析
一女　子　学　生　の　楊　合一
小俣　謙二（名古屋文理短大）

大学の郊外移転などにともない、今後自宅外通学の学生の増加が予想される。このこと

は自宅通学生の自室空間と同様に自宅外通学生における生活拠点としての下宿・アパート

空間の重要性を増大させると思われる。このような考えから、自宅外通学生の住み方と学

生生活への適応との関連を調べるため、新入生を対象に。新しい生活空間を快適にするた

めの彼らの住み方を調べることとした。本報告ではそのうち女子学生の結果を報告する。

方法は質問紙調査法を用い。大学・短大の新入生（入学後2-3ヶ月)  40名を対象とし。現

在の住まいの評価や空間のなわばり空間化などの行動について調べた。

結果の概要は以下の通りである。70!l!の学生が自ら下宿を希望し。住まいのタイプでは下

宿・アパートが50!K. マンションが50!l!であった。この2-3 ヶ月での平均帰省回数は1.7回で

あった。リラックスできる場所として帰省先と現在の住まいを比較した場合。帰省先の方

としたのは30%｡ 現在の住まいとしたのは25罵であった。転居にあたり何か気に入りのもの

をもってきたのは67.53!で、縫いぐるみが最も多かった。しかし、自室の自､己表出化を行っ

ているのは453;であった。自室の評価では、好きとしたのは72% 自分らしさを表している

と評価したのは62.5% であった。現在の住まいのリラックス度と住み方との関係では、好き

なものを持参したか否かと住まいへの愛着度が関連していることが示された。

I Sa －12 プレイリーダーのいる子どもの遊び場に関する研究（第１報）

「雑創の森プレイスクール」（京都府田辺町）における調査事例

○梶木 典子＊　　 瀬渡 章子＊＊　　 平井 由紀＊3

（＊奈良女大・院、＊＊奈良女大、＊3関西セキスイエ業㈱）

【目的】 遊び場の減少、少子化、子どもの生活時間におけるゆとりの減少などにより子どもの

自然発生的な遊び・遊び場が失われつつある現状では、大人が積極的に関わり子どもの遊び・遊

び場を用意することも必要となってくる。わが国ではまだ例の少ないプレイリーダーのいる遊び

場について利用実態・利用者意識を調査し、このような遊び場形態が、今後、都市部の住環境計

画にどのように組み込むことができるのかを検討する。

【方法】1976 年に京都府綴喜郡田辺町において（財）プレイスクール協会により開設された会員

制「雑創の森プレイスクール」を調査対象とした。このプレイスクールでは、平日午後は幼稚園

児対象に、土曜日午後は小学生対象に、冒険遊びや物づくりなどの活動を行っている。今回は小

学生の活動について、会員小学生の活動観察調査・ヒアリング調査、その母親への質問紙調査お

よびプレイリーダーへのヒアリング調査を行った。調査期間は1996 年10  月から11 月。小学生

のヒアリング調査は直接面談方式で行い、回答者数59 人、回答率46% であった。母親への質問紙

調査は郵送調査で行い、回収数69 票、回収率73% であった。

【結果】　プレイスクールの活動は非常に楽しいと答えた子どもが多く、子ども自身が学校や家

庭の自分とは違う自分を発見し、自分の居場所を見つけているようであった。立地環境が自然に

恵まれ､ている本調査地では、その自然環境が子ども・親のどちらにもに非常に高く評価されてい

た。また、物づくりや、野外での冒険遊び、異年齢集団で遊ぶなど日常の遊びではできないよう

な遊びについての評価も高く、このような遊びを可能にするプレイリーダーの存在は重要である

と認識されていた。
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